
第山田
V
品
世

F『

原

著....... 

画！J

国

伊
藤
教
授
「
ク
リ
ニ

ツ
ク
て
一
於
ケ

，、

（
第
去
就

' F、、＿，

ル
腹
水
治
療

民
明
治
三
十
四
年

l
J

F
大

正

十

三

年

、

白。

r。
『
島
一
。
目
。

r俳
岡
田

1
E
M
m
m
p
w『
回

S
E
r－唱
m
g
g『
ω
E
V
E
－
回
全

w『
同
一
一

E
r
d可
。
回
国
。
『
『
回

－
J
．。－

r
g。
『
国
・
ロ
4
0

寸
こ
ロ
ピ
］
－

（
】
∞
唱
】

l

コwM
h日
）
・

当
・
嵩

kg一切除・

h
r
z
L
L
2
H－
乙
ニ

E
Z－関口四回目
r
L
Z
E
r－－
J
d
7
4
2
r
p押
さ
同
百
件
。
二
句
づ
ら
同
）
可
－
M
W
－
吋
ozwmVHP）〕

京
都
帝
国
大
撃
墜
事
部
外
科
早
川
机
室
（
烏
潟
教
授
）

大
串
院
準
生

融
商
皐
士

不日

JUS 

回

抑
モ
腹
水
－
一
封
ス
w
y

外
科
的
治
療
ノ
方
針

A
従
来
共
ニ
決
シ
ア
原
図
的
デ

A
ナ
ク
ジ
ア
本
態
的
療
法
（
5
5
4ニム
P
E
E－－E
）
デ
ア
Y
或

A
車

二
症
候
的
療
法
（
E
F
S
H
－Eg
Z
1
2
z
u
p
t
o
v）
」
ア
ア

y
d
N
大
健
三
ツ
ニ
別
ツ
コ
ト
ガ
出
来
y
。

u
o

。
。

第
一

A

門
脈
系
統
静
脈
血
ノ
犠
滞
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又
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翠
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叶
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；
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四
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一
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